
政
令
第
二
十
三
号

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
十
二
条
第
十
三
項
、
第
十

二
条
の
七
第
十
一
項
、
第
十
四
条
第
十
六
項
た
だ
し
書
、
第
十
七
条
の
二
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
六
項
並
び
に
第
二
十
四
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
の
四
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

法
第
十
二
条
の
七
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
（
前
二
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

第
六
条
の
七
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
廃
止
の
届
出
）

第
六
条
の
七
の
二

法
第
十
二
条
の
七
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
は
、
当
該
認
定
に
係
る
収
集
、
運
搬
、
処
分
若
し
く
は
再

生
の
全
部
又
は
一
部
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
共
同
し
て
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



第
六
条
の
十
二
第
一
号
中
「
事
業
者
に
対
し
て
当
該
」
を
削
り
、
「
こ
と
を
」
の
下
に
「
当
該
事
業
者
（
事
業
者
が
法
第
十

二
条
の
七
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
認
定
を
受
け
た
者
の
全
て
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

同
じ
。
）
に
対
し
て
」
を
加
え
る
。

第
十
六
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
有
害
使
用
済
機
器
）

第
十
六
条
の
二

法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
機
器
は
、
次
に
掲
げ
る
機
器
（
一
般
消
費
者
が
通
常
生
活
の
用

に
供
す
る
機
器
及
び
こ
れ
と
同
様
の
構
造
を
有
す
る
も
の
に
限
り
、
そ
の
附
属
品
を
含
む
。
）
で
あ
つ
て
、
使
用
を
終
了
し

、
収
集
さ
れ
た
も
の
（
廃
棄
物
を
除
く
。
）
と
す
る
。

一

ユ
ニ
ッ
ト
形
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
（
ウ
ィ
ン
ド
形
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
又
は
室
内
ユ
ニ
ッ
ト
が
壁
掛
け
形
若

し
く
は
床
置
き
形
で
あ
る
セ
パ
レ
ー
ト
形
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
に
限
る
。
）

二

電
気
冷
蔵
庫
及
び
電
気
冷
凍
庫

三

電
気
洗
濯
機
及
び
衣
類
乾
燥
機

四

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
受
信
機
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の



イ

プ
ラ
ズ
マ
式
の
も
の
及
び
液
晶
式
の
も
の
（
電
源
と
し
て
一
次
電
池
又
は
蓄
電
池
を
使
用
し
な
い
も
の
に
限
り
、
建

築
物
に
組
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
設
計
し
た
も
の
を
除
く
。
）

ロ

ブ
ラ
ウ
ン
管
式
の
も
の

五

電
動
ミ
シ
ン

六

電
気
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
、
電
気
ド
リ
ル
そ
の
他
の
電
動
工
具

七

電
子
式
卓
上
計
算
機
そ
の
他
の
事
務
用
電
気
機
械
器
具

八

ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
そ
の
他
の
計
量
用
又
は
測
定
用
の
電
気
機
械
器
具

九

電
動
式
吸
入
器
そ
の
他
の
医
療
用
電
気
機
械
器
具

十

フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ

十
一

磁
気
デ
ィ
ス
ク
装
置
、
光
デ
ィ
ス
ク
装
置
そ
の
他
の
記
憶
用
電
気
機
械
器
具

十
二

ジ
ャ
ー
炊
飯
器
、
電
子
レ
ン
ジ
そ
の
他
の
台
所
用
電
気
機
械
器
具
（
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

十
三

扇
風
機
、
電
気
除
湿
機
そ
の
他
の
空
調
用
電
気
機
械
器
具
（
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

十
四

電
気
ア
イ
ロ
ン
、
電
気
掃
除
機
そ
の
他
の
衣
料
用
又
は
衛
生
用
の
電
気
機
械
器
具
（
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く



。
）

十
五

電
気
こ
た
つ
、
電
気
ス
ト
ー
ブ
そ
の
他
の
保
温
用
電
気
機
械
器
具

十
六

ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
、
電
気
か
み
そ
り
そ
の
他
の
理
容
用
電
気
機
械
器
具

十
七

電
気
マ
ッ
サ
ー
ジ
器

十
八

ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
そ
の
他
の
運
動
用
電
気
機
械
器
具

十
九

電
気
芝
刈
機
そ
の
他
の
園
芸
用
電
気
機
械
器
具

二
十

蛍
光
灯
器
具
そ
の
他
の
電
気
照
明
器
具

二
十
一

電
話
機
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
そ
の
他
の
有
線
通
信
機
械
器
具

二
十
二

携
帯
電
話
端
末
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
端
末
そ
の
他
の
無
線
通
信
機
械
器
具

二
十
三

ラ
ジ
オ
受
信
機
及
び
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
受
信
機
（
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

二
十
四

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、
デ
ィ
ー
・
ブ
イ
・
デ
ィ
ー
・
レ
コ
ー
ダ
ー
そ
の
他
の
映
像
用
電
気
機
械
器

具
二
十
五

デ
ジ
タ
ル
オ
ー
デ
ィ
オ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
ス
テ
レ
オ
セ
ッ
ト
そ
の
他
の
電
気
音
響
機
械
器
具



二
十
六

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

二
十
七

プ
リ
ン
タ
ー
そ
の
他
の
印
刷
用
電
気
機
械
器
具

二
十
八

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
そ
の
他
の
表
示
用
電
気
機
械
器
具

二
十
九

電
子
書
籍
端
末

三
十

電
子
時
計
及
び
電
気
時
計

三
十
一

電
子
楽
器
及
び
電
気
楽
器

三
十
二

ゲ
ー
ム
機
そ
の
他
の
電
子
玩
具
及
び
電
動
式
玩
具

（
有
害
使
用
済
機
器
の
保
管
、
処
分
等
の
基
準
）

第
十
六
条
の
三

法
第
十
七
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
有
害
使
用
済
機
器
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
有
害
使
用
済
機
器

を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
保
管
及
び
処
分
（
再
生
を
含
む
。
）
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

一

有
害
使
用
済
機
器
の
保
管
に
当
た
つ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

イ

保
管
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
場
所
で
行
う
こ
と
。



保
管
の
場
所
の
周
囲
に
囲
い
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

(1)

環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
外
部
か
ら
見
や
す
い
箇
所
に
有
害
使
用
済
機
器
の
保
管
の
場
所
で
あ
る
旨

(2)
そ
の
他
有
害
使
用
済
機
器
の
保
管
に
関
し
必
要
な
事
項
を
表
示
し
た
掲
示
板
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

ロ

保
管
の
場
所
か
ら
有
害
使
用
済
機
器
又
は
当
該
保
管
に
伴
つ
て
生
じ
た
汚
水
が
飛
散
し
、
流
出
し
、
及
び
地
下
に
浸

透
し
、
並
び
に
悪
臭
が
発
散
し
な
い
よ
う
に
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

保
管
す
る
有
害
使
用
済
機
器
の
荷
重
が
直
接
囲
い
に
か
か
り
、
又
は
か
か
る
お
そ
れ
が
あ
る
構
造
で
あ
る
場
合
に

(1)
あ
つ
て
は
、
当
該
荷
重
に
対
し
て
当
該
囲
い
が
構
造
耐
力
上
安
全
で
あ
る
こ
と
。

屋
外
に
お
い
て
有
害
使
用
済
機
器
を
容
器
を
用
い
ず
に
保
管
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
積
み
上
げ
ら
れ
た
有
害
使

(2)
用
済
機
器
の
高
さ
が
環
境
省
令
で
定
め
る
高
さ
を
超
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

有
害
使
用
済
機
器
の
保
管
に
伴
い
汚
水
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
汚
水
に
よ
る
公
共
の

(3)
水
域
及
び
地
下
水
の
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
、
保
管
の
場
所
の
底
面
を
不
浸
透
性
の
材
料
で
覆
う
と
と
も
に
、
油
分

離
装
置
及
び
こ
れ
に
接
続
し
て
い
る
排
水
溝
そ
の
他
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

そ
の
他
環
境
省
令
で
定
め
る
措
置

(4)



ハ

保
管
の
場
所
に
お
い
て
騒
音
又
は
振
動
が
発
生
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
騒
音
又
は
振
動
に
よ
つ
て
生
活
環
境

の
保
全
上
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ニ

保
管
の
場
所
に
お
け
る
火
災
の
発
生
又
は
延
焼
を
防
止
す
る
た
め
、
有
害
使
用
済
機
器
が
そ
の
他
の
物
と
混
合
す
る

お
そ
れ
の
な
い
よ
う
に
他
の
物
と
区
分
し
て
保
管
す
る
こ
と
そ
の
他
の
環
境
省
令
で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ホ

保
管
の
場
所
に
は
、
ね
ず
み
が
生
息
し
、
及
び
蚊
、
は
え
そ
の
他
の
害
虫
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

二

有
害
使
用
済
機
器
の
処
分
（
焼
却
、
熱
分
解
、
埋
立
処
分
及
び
海
洋
投
入
処
分
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ

。
）
又
は
再
生
に
当
た
つ
て
は
、
次
に
よ
る
こ
と
。

イ

処
分
又
は
再
生
の
場
所
か
ら
有
害
使
用
済
機
器
又
は
当
該
処
分
若
し
く
は
再
生
に
伴
つ
て
生
じ
た
汚
水
が
飛
散
し
、

流
出
し
、
及
び
地
下
に
浸
透
し
、
並
び
に
悪
臭
が
発
散
し
な
い
よ
う
に
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

有
害
使
用
済
機
器
の
処
分
又
は
再
生
に
伴
い
汚
水
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
汚
水
に
よ

(1)
る
公
共
の
水
域
及
び
地
下
水
の
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
、
処
分
又
は
再
生
の
場
所
の
底
面
を
不
浸
透
性
の
材
料
で
覆

う
と
と
も
に
、
油
分
離
装
置
及
び
こ
れ
に
接
続
し
て
い
る
排
水
溝
そ
の
他
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

そ
の
他
環
境
省
令
で
定
め
る
措
置

(2)



ロ

処
分
又
は
再
生
に
伴
う
騒
音
又
は
振
動
に
よ
つ
て
生
活
環
境
の
保
全
上
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。

ハ

処
分
又
は
再
生
の
場
所
に
お
け
る
火
災
の
発
生
又
は
延
焼
を
防
止
す
る
た
め
、
有
害
使
用
済
機
器
が
そ
の
他
の
物
と

混
合
す
る
お
そ
れ
の
な
い
よ
う
に
他
の
物
と
区
分
し
て
処
分
又
は
再
生
す
る
こ
と
そ
の
他
の
環
境
省
令
で
定
め
る
措
置

を
講
ず
る
こ
と
。

ニ

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
前
条
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
機
器
が
有
害
使
用
済
機
器
と
な

つ
た
も
の
の
再
生
又
は
処
分
を
行
う
場
合
に
は
、
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。

三

有
害
使
用
済
機
器
は
、
焼
却
、
熱
分
解
、
埋
立
処
分
及
び
海
洋
投
入
処
分
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

（
廃
止
の
届
出
）

第
十
六
条
の
四

法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
つ
た
者
は
、
当
該
届
出
に
係
る
有
害
使
用
済
機
器
の
保

管
、
処
分
又
は
再
生
の
事
業
の
全
部
又
は
一
部
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
都

道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
七
条
第
一
項
第
七
号
中
「
第
一
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、
同
項
第
六
号
を
同
項



第
十
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
第
一
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
第
一
号

」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
第
一
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項

第
七
号
と
し
、
同
項
第
二
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
一
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

一

法
第
十
二
条
の
七
第
一
項
の
認
定
（
当
該
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
産
業
廃
棄
物
の
収
集
又
は
運
搬
を
当
該
都
道

府
県
内
の
一
の
指
定
都
市
の
長
等
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
お
い
て
行
お
う
と
す
る
場
合
及
び
産
業
廃
棄
物
の
収
集
若
し
く

は
運
搬
に
係
る
積
替
え
又
は
処
分
若
し
く
は
再
生
を
指
定
都
市
の
長
等
の
管
轄
区
域
内
に
お
い
て
行
お
う
と
す
る
場
合
に

お
け
る
認
定
を
除
く
。
）
に
関
す
る
事
務

二

法
第
十
二
条
の
七
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
（
前
号
に
規
定
す
る
認
定
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
関
す
る

事
務

三

法
第
十
二
条
の
七
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
（
第
一
号
に
規
定
す
る
認
定
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
関
す

る
事
務

四

法
第
十
二
条
の
七
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
取
消
し
（
第
一
号
に
規
定
す
る
認
定
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
関

す
る
事
務



第
二
十
七
条
第
二
項
中
「
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
「
）
、
第
六
条
の
七
の
二
及
び
第
十
六
条
の
四
」
に
、
「

第
五
条
の
五
の
」
を
「
こ
れ
ら
の
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
中
「
及
び
第
十
三
条
」
を
「
、
第
六
条
の
七
の
二
、
第
十
三
条
及
び
第
十
六
条
の
四
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号

）
の
施
行
の
日
（
平
成
三
十
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

２

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）
の
項
中
「
及
び
第
十
三

条
」
を
「
、
第
六
条
の
七
の
二
、
第
十
三
条
及
び
第
十
六
条
の
四
」
に
改
め
る
。

（
環
境
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

３

環
境
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



第
四
十
三
条
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

有
害
使
用
済
機
器
（
廃
棄
物
処
理
法
第
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
有
害
使
用
済
機
器
を
い
う
。
）
の
保
管
、

処
分
及
び
再
生
の
規
制
に
関
す
る
こ
と
。


